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まちの広場とこれからの
コミュニティの在り方

２０２０年３月２日

東京大学高齢社会総合研究機構
特任講師 後藤純

B.対抗・参加・提案
２．市民社会

（市民・自治会・
ＮＰＯ等）

１．政府

（行政・議
会）

３．私企業
（民間創発）

コミュニティ 規制・誘導・委
託

競争・協働

まちづくり事業
（市民創発）

政策・公共事業
（行政創発）

都市開発・サービス販売

寄付・ＣＳＲ
プロボノ

育成・支援・委託・調整

要望・提案

担い手の高齢化、若手不足
世代毎に居場所がない
多世代交流の場と機会がない
閉じこもりが増えている
要介護者が増える
子ども・子育ての課題
市営住宅・タワーマンション

コミュニティの課題

混同されやすいコミュニティの在り方とコミュニティ施策
今後のコミュニティの在り方＝コミュニティの課題解決と、今後のコミュニティ
施策の在り方（市民創発の促進・支援）が、混同されることが見受けられる。

１）コミュニティの課題を統合的（縦
割りではなく）に解決したい（例：エ
リアマネジメント、英米の再開発）
２）地域のことは地域で決める（例：
代議制民主主義における正当性、代表
制、区民会議）
３）多様な自主グループが資源を発掘
し・持ち寄り戦略的に連携して相乗効
果を発揮したい

ｺﾐｭﾆﾃｨ施策の論点
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身体的・認知的健康

広がるコミュニティケアと重なる地域包括ケア

経済的余裕あり

高

低

生活保護の対象

生活困窮者自立支援の
対象

障害者総合支援
の対象

地域福祉
介護保険
の対象

狭義の生活支援

※障害福祉
サービス利用者

経済的余裕なし

厚生労働省が所管する地域包括ケアシステムであるが、地域包括ケアシステム自体は、全
世代が、住み慣れたコミュニティで生涯を通じて自分らしく安心して暮らせるまちづくり
であり、必ずしも、保健福祉部局がすべてに対応できるテーマではない。（例：岩手県釜
石市は、市⾧室直轄の地域包括ケア推進本部）

全世代型地域包括ケア
システム
＝日常生活圏を対象と
した総合的なまちづく
り

65歳 95歳

IADL低下 ADL低下

75歳 85歳

例：４８歳から環境系ＮＰＯで活動。夫
婦のみ世帯。戸建てあり。厚生年金。

多摩区でビオトープづくり

QOL

生きる目的は本人
の問題。単線的で
もないし、本人に
も良く分からない

個人の暮らしを支えるコミュニティ・デザイン

ビオトープを、デイサービス（通
いの場）の代わりにする

専門的ケア（民間）
との連携

地域資源の開発と
ネットワーク

住民同士の現代的な
つながり

サロンだけでなく、お祭り、市
民緑地、ビオトープ、生涯学習
講座など認知症でも車いすで
も楽しめる

家事援助、身体介助など自分
らしく暮らすために必要なもの
を考える。コンビニなども大切
な資源

ご近所である必要はないが、
いざという時に声をかけ合える
仲間づくり

 虚弱になっても、地域において自分が育んできた多様な地域資源を包括的に
利用して暮らしてくためには、総合的な施策が重要となる。

アクセシ
ビリティ

交流空
間確保

ケア拠点
整備

都市計画の役割

介護保険制度

社会参加＝介護予防 日常生活支援
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（参考）ＷＨＯエイジフレンドリーシティ

• ＷＨＯ神戸センターが主導：２２カ国３３都市で調査、８領域８４項目のチェックリスト。
• アクティブエイジングのためのまちづくり →地域包括ケアシステムと同様の概念
• ＷＨＯが国際機関のため、エイジフレンドリーシティは外務省の管轄
• 他にも類似の政策に内閣府「全世代型生涯活躍のまち」

問１：まちの広場の創り方・
育て方
地域包括ケアシステム＋都市計画の視点からの問題提起
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藤沢市と藤沢型地域包括ケア
藤沢市は、革新市政時代のコミュニティ行政時に整備した地域資源（図書館や憩
いの家）を活用して、地域包括ケアシステムに取り組む

地域の縁側事業（市民自治推進課）
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地域ささえあいセンター（高齢支援課）

出典：認定ＮＰＯぐるーぷ 藤（鷲尾公子） 作成

湘南大庭地区（ニュータウン）
大庭地区市民図書館によるまちづくり

図書館は来る目的を問わない共生型

ほっと舎（W.co実結）による居場所づくり（地域の縁側事業）
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元気な時 虚弱な時

コミュニティデザインと居場所づくり

虚弱な時からみると地域
包括ケアシステム

元気な時からみるとコ
ミュニティ・デザイン

元気とか虚弱と関係なく、
エイジフレンドリーシティ

共通して取り組む論点：
福利厚生のあるコミュニティ
・閉じこもり予防
・風通しがよくいざというときに助け
合える人間関係づくり）

・市民創発の伝統的組織の担い手不足
・住宅地のバリアフリー
・地域活動の場の不足への対応
・コミュニティ活動の育成支援（組織
補助ではなく活動助成）

関係各位が、お互いの価値観を調整して、それぞれの資源を持ち寄り、まち
の広場を創り、育てていくにはどのようなことができるか？

ナイトデイサービス

縁側・サロン交流

趣味のサークル
（地域活動館）

カフェやラウンジ

テーマ：
保健福祉

テーマ：
コミュニ
ティ施策

テーマ：
都市計画

 一般介護予防事業

元気な時 虚弱な時

みんなで創り育てるまちの広場
（各部局が提供できるリソースの整理）

※虚弱には、身体的、精神的、社会的虚弱があり、高齢者や障害者に限らず、８０５０
やシングル子育て世代なども社会的に虚弱になることがある。

 通所介護 通いの場 サロン・居場所
生活支援体制整備事業

活動の場・移動手段の確保
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問２：これからのコミュニティの在
り方を、まちの広場づくりを通じて
どのように進めていけばよいか？
福利厚生のあるコミュニティ

出典：平成28年度かわさき市民アンケート報告書

コミュニティデザインの基礎分析

たまには参加している

良く参加している

全く参加したことはない

あまり参加していない

あなたは町内会・自治会の活動にどの程度参加していますか？

34

3.3%

1.7%

3.7%

13.6%

11.4%

16.7%

26.9%

27.4%

23.3%

56.2%

59.5%

56.3%

全体

川崎区

多摩区
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図１．近所づきあいの程度

図２．手助けしてほしい人

図２．家庭の中で不安に感じていること

• 町内会・自治会の活動に「よく参加している」3％、「たまに参加している」14％
• 近所付き合いの程度は、ある程度親しく付き合っている方、8.4%
• 過程の中で不安に感じていることは、健康（とくに認知症）とお金
• 要介護の時に手助けしてほしい人は、親族か介護専門職

コミュニティの実態分析

41.1%

0.3%

8.2%

9.3%

11.9%

11.9%

17.7%

20.3%

22.2%

23.6%

26.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

参加しやすい活動はない

その他の活動

子育て支援活動、青少年健全育成活動

美しいまちなみづくりや建物についてのルールづくりな…

身近な水辺や緑地などの環境保全活動

高齢者・障害者・こども等の見守り、交流活動

市制だより等、広報物の回覧及び配布活動

地域の祭りや盆踊りなどのレクリエーション・親睦活動

防犯や交通安全・防災訓練などの安全なまちづくり

身近な生活道路や公園の清掃活動

リサイクル等の環境活動

町内会・自治会などで参加できると思う活動

出典：平成28年度かわさき市民アンケート報告書 16

コミュニティデザインの基礎分析
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出典：平成28年度かわさき市民アンケート報告書

21.9%

3.0%

3.2%

7.1%

13.5%

15.2%

17.6%

29.4%

31.6%

36.6%

0.0% 5.0% 10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%

特に無い

その他

家族の介護で忙しいから

子育てで忙しいから

参加しにくい雰囲気があるから

一緒に活動する仲間がいないから

活動についての情報が得られないから

人間関係がわずらわしいから

仕事で忙しいから

積極的な関心や興味が無いから

川崎市民の社会参加への意識（自治組織編）
町内会・自治会活動に参加しない理由（３つまで）
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近所付き合いなし＋
まちづくりに関われない

（37.7%）

近所付き合い有り＋
まちづくりに関われない

（3.2%）

近所付き合いなし＋
まちづくりに関わりたい

(54.2%)

近所付き合い有り＋
まちづくりに関わりたい

(4.2%)

挨拶程度～
付き合い無
（92％）

まちづくりへの参加意向あり（59%）

まちづくりへの参加意向無（41％）

生活面での
助け合い
（8％）

厚い壁

C.私生活重視グループ

B.縁づくりグループ A.地域活動グループ

D.社会的虚弱グループ

コミュニティ活動の類型

自治会・
町会
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コミュニティにおける信頼(rely on)関係の育み方
対象者自身が、助けを必要とするとき
に手助けしてほしい人（複数回答）

対象者自身が、地域の人たちに対して
できること（複数回答）

近所の人が困っていたら何かしら助けてあげることができるが、自分が助けを必要とするときには、近所の
人には頼みたくない。福利厚生のあるあたらしいコミュニティを、まちの広場でどうつくるか？

• １）閉じこもり予防としてのコミュニティ活動支援
• 福利厚生のあるコミュニティを目指す。
• 人はみな孤立して、引きこもると健康寿命が低減していく。家族が
いても、生活に困っていなくても、寂しいという問題がある。

• 介護保険制度等、公的支援が充実するなかで、あらためて、コミュ
ニティが担う、現代的な支え合いはなにか。

• まちの広場を通じて、閉じこもり予防に取り組むことで、福利厚生
のあるコミュニティ形成につながるのではないか。

• ２）２０３０年のこれからのコミュニティ
• 老若男女、コミュニティへの関心は高まっている。まちの広場をつ
うじて、現代的な風通しの良いコミュニティをどのようにつくって
いくか。

福利厚生のあるコミュニティづくり
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